
3月 14日(火)10時、3年生の旅立ちの時、卒業式の開式です 
 令和 4 年度卒業証書授与式は、上記日程で挙行します。保護者の方(各家庭 2 名以内)の入場は、

9 時以降にお願いいたします。当日は体温を記入した「入場者証」を持参のうえ、マスク着用など

新型コロナウイルス感染症の感染防止の取組みへのご協力をお願いします。 

★万一、学級閉鎖などの事情により式を延期する場合は、3 月 17 日（金）午後に式を挙行します。 

 

 

  

 

 

みんなの 

みんなによる 

みんなのためのクラス 

どこまで近づけた？ 
 

 3月になりました。 

 このクラスで過ごすのも残りわずか、3 年

生は実質7日しかありません。※1・2年は 14日 

今日は、残り少なくなった時間を、あなた

がどう使うかを、真剣に考えてみて欲しいと

思います。これからあなたがこのクラスで、

どんな気持ちで、何をして締めくくるのかは、

あなた自身にとっても、あなたのクラスの人

たちにとっても、大切なゴールでもあり、次

のステージへの助走でもあるからです。 

 

 1，2年生の学年末テストがあった 22日

(水)の午後に3年生は学級委員さんたちの企

画・進行で中学校生活最後の学年レクを楽し

みました。 

 その様子を見学した私が、とても素晴らし

いと感じたのは、すべて自分たちの手で進行

している学級委員たちが、学年レクに向けて 

「全員が楽しむ」という目標を掲げて、3つもの 

レクを考え、準備をしてきたということです。 

３つもレクをしようと思えば、それだけ準備

が大変になるのに、なぜ？ 

  学年には、いろんな人がいる。ドッヂボールがとても苦手な人がいる。玉入れじゃ満足でき

ない人がいる。クイズなら、安心して参加できる人もいる。・・・。中学校生活最後のレクを学年

の全員が楽しむために、手間がかかっても、３つのレクを準備しようと考えたのだそうです。そ

んな学級委員さんたちの気持ちが、３年生のみんなに伝わったのだと思います。みんなが、笑

顔で、楽しんでいる姿が印象に残る中学校生活の最後の学年レクでした。 

 学年、クラスにはいろんな人がいる。あたりまえのことなのだけれど、そのことを本当に大切

にするためには、手間のかかることもあります。でも、その手間を面倒だ、不必要だと切り捨

ててしまわない人たちの、心の温かさがみんなが楽しいと思える学年、クラスをつくることを

私も学ばせてもらいました。そしてこれはきっと、社会全体にも言えることだと思います。 
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まずは、体育館でクイズ大会 

続いて変則ルールの玉入れ 最後は、白熱ドッヂボール 

学級委員たちのイメージ 



 
 私は、この記事を読んで、あらためて「障がい」とは一体何なのかということを考えました。 
 私が「障がい者」だと思っている人は、もともと自分で自分のことを、「障がい者」だと思っているわ

けではない。だとしたら、今の社会の状態の中で、生活していくうえで「生きにくさ（ハンディ）」がある

人が、必要なサポートや手助け、配慮をうけられないことが、「障害」なのでないかと思ったからです。

「障がい者なのに元気だね」と見ている人と同じ心の「障がいフィルター」が、自分自身の中にはないか

と、私も問われた気がします。目には見えないけれど、これも今の社会にある「障害」ですね。 

 「できないこと」も、「人と違っていること」も、自分も含めてみんなにあるはずなのに、どこかでライ

ンを引いて、「障がい者フィルター」で人を見る。そんなことがなくなれば、社会が変わり、「障がい者」

ということばも、必要でなくなるのではないかと、思います。 

 「黄色い補聴器の私を見てもらいたい」という真紀さんの、まっすぐな思いに触れ、「ありのままの自

分を、隠さなくてはいけないと思わせるもの」を無くしたいと強く思いました。あなたはどうですか？ 

2月 15日 朝日新聞より 


